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タイトル由来
横浜の「Hama」そして、認知症のイメージカラーのオレンジの「オレ」をスペイン語の
「Ole ！（喝采）」とかけて組み合わせました。横浜市の認知症カフェが活気に満ち溢れるように、
オーレ！とエールを贈る冊子となるよう願いが込められています。

令和６年度
横浜市「認知症カフェ運営者」
の実態に関する調査報告書
（令和７年１月）

発行元

発　行

ご本人の笑顔 ピアサポートの場

認知症の理解 社会参加

ニーズの把握 まちづくり

うつむき、目を合わせなかった
当事者の方が微笑んで

会話に参加してくれるようになった

同じ立場の家族に相談でき
ピアサポートになる

地域住民にとって、自然な形で認知症の
ご本人やその家族と会話する機会となり、
認知症への理解が少しずつ深まった

おしゃべりしたり、歌を歌ったり、
体を動かしたり、普段会わない人と
楽しい時間を過ごしている

認知症の方やご家族から
直接困り感を聞くことができ、
ニーズの把握につながる

ボランティアや参加者が顔なじみになり、
「認知症になっても住み続けられる
まちづくり」の一歩が築けている



はーとふるステーション　
参加費

無料

関わる方への
認知症カフェに

メッセージ

認知症の方と家族の方が穏やかに安心して過ごせる居場所の提供をしてくだ
さっている運営者の皆様。運営しているメンバーさんが元気で楽しく活動できる
ことが一番大切だと感じています。自分のできることを今後も無理なく継続し、
認知症の方に楽しんで過ごしていただけるような会にしていきましょう。

参加者
スタッフ

開催日時

開催場所

ご本人もボランティアもみんなが
元気に楽しく活動できるカフェ！

本人 1人、近隣住民 5人
地域ケアプラザ 1人、キャラバン・メイト1人
住民ボランティア4人

毎月第 3火曜日 13:30 ～ 15:00

神之木地域ケアプラザ 多目的ホール
（神奈川区神之木町 7-1）☎045-435-2906

※都合により変更あり

はーとふるステーションの活動!

　「介護者のつどい」の参加者から、認知症カ
フェを開催したいと希望があり、つどいの参加
者と地域包括支援センターで既存のカフェの
見学などをして、立ち上げに至りました。はーと
ふるステーションの名称の由来は、「優しい心
があふれみんなが立ち寄れる場」とみんなで
決めました。

　認知症の方がお客さんにならないよう、役割
を持つことが大切だと考えています。以前参加
されていたご本人にはレコードをかける役割を
お願いしていました。
　現在参加されている方には認知症の進行が
顕著な方もおり、何かご本人のできることはない
かメンバーで話をしています。

　参加者の中にひとりでカフェに来ることが難しくなった方がいました。それまではお母様と
一緒に、あるいはおひとりで参加されていましたが、お母様も高齢のため、付き添うことが困
難になってきました。そこで、本人・家族、支援者皆で通い続けられる方法を検討し、現在も
安心して「はーとふるステーション」に通うことができています。はーとふるステーションとは？ 本人もカフェのメンバー！

講演会後は椅子を円に並べて座談会を行いました 他にも季節に合わせた
ワークショップなどを
行っています

講師を招いて訪問診療についての講演会を実施

ご本人へのサポート



ぽかぽかサロン
参加費

関わる方への
認知症カフェに

メッセージ

ぽかぽかサロンはイベント等を通じて、地域とのつながりを作り、サロンだけで
はできないことも地域の方々の力を借りて、参加者が楽しめる会になるようにして
います。他の認知症カフェも含めて協力していきたいと思っているので、一緒に
頑張っていきましょう。

参加者

スタッフ

開催日時

開催場所

笑顔あふれる地域みんなの憩いの場

本人 1人、家族 2人、近隣住民 5人

地域ケアプラザ 1人、住民ボランティア1人、
民生委員1人

毎月第 4水曜日　13:30 ～ 14:30

下和泉連合町内会館(泉区和泉町 1324－4)　

どなたでも参加できます

お問合せ連絡先：下和泉地域ケアプラザ ☎045-802-9920

ご家族の声

　はじめはケアプラザよりお誘いを受け、認知症の母にとっていい場所になるのではないかと
思い、参加しました。今では、皆様と知り合いになり、母が楽しそうにしている姿を見て、嬉しく
思っています。「ぽかぽかサロン」は、母の話す場、歌う場、楽しむ場となっており、嬉しく、またあ
りがたく思っています。

　認知症カフェ「ぽかぽかサロン」は、認知症
の方、その家族、参加者全員が楽しく笑顔で
過ごせる場です。認知症や介護について学ん
だり、お話や歌、体を動かすこと等を通して、
参加者同士の交流を楽しんだり、楽しみ方は
人それぞれです。認知症の方やその家族、地
域の人、専門職が繋がり、共に学び合って認
知症になっても安心して暮らせる地域を目指
しています。

ウクレレの伴奏で
みんなで歌いました

みなさん
笑顔ですごして

います

歌を歌いながら体を動かし、
脳の活性化へ

参加者のみんなで作った看板を
いつも置いています

季節のお花を飾っています
具体的な内容はみんなで
相談して決めています

毎回テーマを変えて楽しんでいます

スタッフ自ら学んだ体操を
参加者とともに実践します

ぽかぽかサロンとは？

参加しているメンバー全員が楽しく

過ごせる場になるよう意識し、

参加者同士
気遣いながらみんなで

笑いあう場

100円



　

　

みんなのカフェ メロン　
参加費

100円
（飲み物代）

認知症カフェに
関わる方への
メッセージ

参加者

スタッフ

開催日時

開催場所

本人 5人、家族 2人、
近隣住民 8人
キャラバン・メイト6人、住民ボランティア4人
地域ケアプラザ2人

毎月第 1月曜日　13:30 ～ 15:00

南センター
お問合せ連絡先：大岡地域ケアプラザ ☎045-743-6102

（南区南太田2-32-1） みんなのカフェ メロンの活動とは？

落ち葉の裏に書いて
ある点数の合計をチームで競います

お抹茶とお菓子で一服
皆さん昔を懐かしんでいました

参加者全員に話してもらうことで、
コミュニケーションの機会になっています

　参加者には1人暮らしの方が多く、身体を動かすのが難しい方も少なくありません。そこでみん
なのカフェメロンでは運転手とスタッフの2人がご自宅近くまでお迎えに行っています。カフェ
まで自力で来られない方、一人暮らしで認知症が進んでいる方も、送迎の車内での会話を楽し
んでおり、小さなカフェのような雰囲気で笑いが絶えません。
　また、欠席された方や参加者のご家族とも密に連絡を取り合っています。参加者のご家族から、「母
のことまでなかなか行き届かない。カフェの存在は安心感につながり、とても感謝しています」というお
言葉をいただいています。

　季節に合わせた歌をみんなで歌い、簡単にできる脳トレや
ビンゴ、輪投げなどを通して無理のない範囲で身体を動かして
もらうことを意識しています。そして、お茶を飲みながら、最後に
全員で一言ずつお話し、交流を進めています。

お揃いのTシャツを作りました

　施設にいた兄の「懐かしい人と会いたい」という思いを十
分に叶えられなかった経験から、同じような希望を持つ方々
のお役に立てればと思い、この活動を始めました。また、「認
知症の方に対して壁をつくりたくない」という思いから、事前
準備から認知症のご本人が参画し、参加者全員が楽しめる
活動を行うなど様 な々工夫をしています。

みんなのカフェメロンの代表の思い

歌って、身体や頭を使って、

食べて、おしゃべりして

地域の笑顔あふれるカフェ

代表の大塚さん。
明るい性格で
大塚さんを中心に

笑いや活気に満ち溢れた
カフェになって
います。

みんなのカフェ メロンの認知症のご本人と家族へのサポート

「多くの参加者を集めようとしないでください、参加者が少なくてもご本人の
心を理解し、寄り添うことから始めてください」という認知症カフェを運営して
いる先輩と当事者の方からいただいたアドバイスを意識してやってきました。私
たちは介護のプロではありません、お互いにご近所の仲良しさんで楽しく大きな
声で笑い合える、そんな居場所を作っていきましょう。

一人ひとりに寄り添うことを大切にする居場所


